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は高学年 60名（5年生 33名、6年生 27名）を対象
にして、各項目について自己評価させることで実施
した。自己評価は、 5「できる」、 4「だいたいでき














































































































































表３ 学級活動指導案（平成 24年 6月実施)
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表６（続き) 学級活動指導案（平成 24年 11月実施)
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司 会：生徒１ 黒 板：生徒２ 書 記：生徒３
表７ ?5A学習のきまり 8ヶ条」評価カードと評価結果
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か、なくさないか」、「方向性をどうするのか」など
を視点とすることが重要であることも指摘された。
これについては、本実践の学級討論にもあったよう
に、意見交換が活発に行われていたことなどから児
童が視点を持って話し合いが行われたことや学習
シートの内容も十分に理解して話し合いを実施して
いたことが伺える。
以上のことから、本実践では、学習規律評価尺度
を検討する上で必要となる学級会活動が成立してい
たと言える。
５ おわりに
本実践で作成した学習規律評価尺度は、項目分析
により一定の妥当性が示されたが、それ以上に、授
業実践、学級指導を通して児童が学習規律を決定し
たり、振り返りをしたりする上で有効な尺度である
ことが示された。学級のきまりとして採用された項
目が、すべて本尺度から選ばれているわけではない。
学級の実態によって話合いの中から新たに課題とさ
れた項目が採用されたことは、本尺度は、あくまで
も児童自身が決定して、授業をよりよく理解する上
で自分たちに必要な学習のきまりを守っていく上で
の、児童が考える材料を提供するという目的と合致
していることを示すものである。そういった意味で
は、学級会活動の時間に自分たちに何が学習のきま
りとして必要かを考える上では有効な尺度であるこ
とが示されたと言える。現段階では、本尺度は一般
的な学習規律の評価尺度であるが、今後は、尺度と
しての信頼性の向上のみならず、各学級での実態を
子どもたちが本音で話し合いながら学習のきまりを
考えていくための材料として、さらなる工夫が必要
であると考える。
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